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実施している業務分担の効果のうち、静脈注射および留置針によるルート確保について

みると、「効果があった」と「どちらかといえば効果があった」の合計が医師責任者では 79.5％、

医師では 66.4％であった。なお、医師では「効果がなかった」が 12.9％と、医師責任者（4.7％）

の 3 倍近くの割合を示している。 

 

図表 164 実施している業務分担の効果 

～①静脈注射および留置針によるルート確保～ 
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どちらともいえない どちらかといえば効果がなかった

効果がなかった 無回答

 
 


